
                

 

 

４
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

選
挙
で
お
約
束
し
た
公
約
実
現

に
向
け
て
「
ほ
ま
れ
」
は
日
々
努
力

を
重
ね
て
い
ま
す
。 

６
月
議
会
の
一
般
質
問
の
模
様

と
委
員
会
で
の
請
願
書
質
疑
の
結

果
、
そ
し
て
市
内
各
地
で
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
「
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

ー
」
の
視
察
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 
 

☆
地
域
防
災
計
画
の 

見
直
し
と
防
災
対
応 

 

質質質   

問問問 

東
日
本
大
震
災
の
発
生

を
受
け
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

が
必
要
だ
。
「
見
直
し
の
要
点
」
と

「
進
捗
状
況
・
取
り
ま
と
め
の
目
処

は
」。 

 
 

救
出
救
援
の
再
検
討
を 

 
 

素
案
策
定
は
７
月
中
旬 

市市市   

長長長 

初
動
機
対
応
計
画
を

現
行
３
日
間
か
ら
一
カ
月
程
度
に

見
直
し
、
危
機
管
理
体
制
・
救
出
救

援
体
制
の
確
立
を
図
り
、
要
支
援
者

な
ど
の
救
出
救
援
活
動
の
優
先
順

位
の
再
検
討
な
ど
を
含
め
た
全
一

四
項
目
の
見
直
し
を
検
討
。
素
案
策

定
の
目
安
は
七
月
中
旬
と
す
る
。 

 

※
ほ
ま
れ 

地
域
の
実
状
と
専

門
家
の
意
見
も
聞
き
、
充
分
議
論
さ

れ
た
計
画
策
定
を
。 

 

 

☆
放
射
能
へ
の
対
応
と 

 
 

測
定
機
の
購
入
は 

 

質質質   

問問問 

放
射
能
に
対
応
す
る

防
災
計
画
へ
の
盛
り
込
み
の
用
意

が
必
要
だ
。 

 

飯
島
町
以
外
の
近
隣
市
町
村
で 

既
に
導
入
予
定
の
放
射
能
測
定
器

を
駒
ケ
根
市
で
も
導
入
し
、
市
民
の

安
全
・
安
心
に
応
え
る
べ
き
だ
が
、

考
え
は
。 

 

市
独
自
の
購
入
は 

考
え
て
い
な
い 

市市市   

長長長 

放
射
能
に
関
し
て
は

市
内
へ
の
影
響
を
想
定
す
る
の
は

難
し
く
国
・
県
の
対
応
を
み
て
、
県

と
の
協
議
、
相
談
を
し
て
い
く
。 

放
射
能
測
定
器
は
伊
南
消
防
本

部
に
簡
易
放
射
能
測
定
器
が
用
意

さ
れ
て
い
る
、
い
ざ
と
い
う
時
は
そ

れ
を
使
い
、
市
独
自
で
の
購
入
に
よ

る
運
用
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
必

要
に
よ
り
検
討
も
考
え
た
い
。 

 

※
ほ
ま
れ 

放
射
能
汚
染
は
重

大
感
心
事
で
あ
り
、
防
災
計
画
へ
の

盛
り
込
み
は
必
要
。
放
射
能
測
定
器

は
独
自
に
購
入
し
、
計
画
的
に
測
定

し
公
開
を
行
う
こ
と
で
市
民
の
安

全
安
心
に
応
え
よ
。 

 ☆
浜
岡
原
発
停
止
に
伴

う
駒
ケ
根
市
の
影
響
は 

  

質質質   

問問問   

浜
岡
原
発
・
計
画
停
電 

に
対
す
る
駒
ケ
根
市
へ
の
影
響
が

心
配
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
上
下

水
道
の
非
常
用
電
源
の
確
認
や
、
貯

水
量
の
確
保
が
必
要
だ
が
、
準
備
は
。 

 

計
画
停
電
さ
れ
て
も 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
問
題
無
い 

市市市   

長長長 

中
部
電
力
（
株
）
よ
り
、

計
画
停
電
は
想
定
し
て
い
な
い
と

聞
い
て
い
る
。 

上
水
道
は
上
伊
那
広
域
水
道
も

含
め
停
電
対
策
と
し
て
自
家
発
電

施
設
を
設
置
さ
れ
て
お
り
二
〇
時

間
程
度
は
稼
働
可
能
。 

公
共
下
水
道
も
自
家
発
電
機
を

整
備
し
て
お
り
、
三
六
時
間
稼
働
可

能
。 農

業
集
落
排
水
に
つ
い
は
、
自
家

発
電
は
な
い
が
、
貯
水
池
に
汚
水
を

一
時
的
に
貯
留
す
る
対
応
を
図
る
。 

 
 
 

 

☆
子
ど
も
医
療
費
の 

無
料
化
拡
大
の
展
望
は 

 

質質質   

問問問 

「
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
」
の
制
度
は
、
上
伊
那
の
他
の
市

町
村
が
小
学
校
６
年
生
、
或
い
は
中

学
生
、
高
校
生
ま
で
無
料
に
な
っ
て

い
る
中
で
、
駒
ヶ
根
市
は
小
学
校
３

年
生
と
遅
れ
て
い
る
、
子
ど
も
医
療

費
無
料
化
の
拡
大
を
求
め
る
。 
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議会報告  

一般質問 

から 



ス
ポ
ッ
ト
的
な
施
策
事
業
で

な
く
幅
広
い
施
策
へ 

市市市   
長長長 

多
種
多
様
な
子
育
て

支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
ス

ポ
ッ
ト
的
な
施
策
だ
け
で
な
く
幅

広
い
展
開
を
考
え
て
い
る
。
福
祉
医

療
の
充
実
は
財
政
の
状
況
見
な
が

ら
年
次
的
に
充
実
し
て
い
く
。 

 

※
ほ
ま
れ 

景
気
の
低
迷
が
続

く
中
、
保
護
者
の
医
療
費
の
負
担
は

深
刻
だ
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
様
、
一
日
も
早

く
制
度
の
拡
大
を
。 

  
 
 
 

 

☆
安
定
的
な
雇
用
創
出

と
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か 

 

質質質   

問問問 

雇
用
を
取
り
巻
く
状

況
は
深
刻
だ
が
安
定
雇
用
の
創
出

は
ど
う
い
っ
た
も
の
又
ど
う
あ
る

べ
き
か
。 

 足
腰
の
強
い
産
業
振
興
と

地
域
経
済
の
構
築 

市市市   

長長長 

企
業
誘
致
や
既
存
企

業
の
育
成
、
産
業
振
興
を
積
極
的
に

推
進
、
地
域
に
於
い
て
は
足
腰
の
強

い
産
業
を
振
興
さ
せ
て
、
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
活
力
の
あ
る
地
域
社

会
を
構
築
し
て
い
く
。 

 

※
ほ
ま
れ 

市
独
自
の
雇
用
創

出
施
策
を
推
進
し
、
市
民
の
目
に
見

え
る
求
職
者
支
援
を
。 

  

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
切
実
な
要

求
を
取
り
上
げ
て
、
市
政
改
革
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
  

 

文
教
・
厚
生
委
員
会
質
疑
か
ら 

「
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡

大
を
求
め
る
請
願
書
」 

「
上
伊
那
の
他
の
市
町
村
が
、
福
祉

医
療
費
の
無
料
化
を
拡
大
し
て
い
る
中

で
、
駒
ケ
根
市
は
遅
れ
て
い
る
、
小
学

校
６
年
生
ま
で
の
拡
充
を
」 

子
ど
も
に
冷
た
い
不
採
択
判
定 

 

駒
ケ
根
市
議
会
は
、
市
政
を
前
に 

進
め
よ
う
と
い
う
提
案
に
対
し
て 

不
採
択
と
し
ま
し
た
。 

 

委
員
会
で
は
竹
村
誉
以
外
の
委
員
は

不
採
択
に
手
を
あ
げ
ま
し
た
。 

本
会
議
で
は
坂
本
裕
彦
議
員
と
竹
村

議
員
の
み
請
願
に
賛
成
。 

不
採
択
に
し
た
議
員
に
よ
る
と

▼
「
小
学
校
３
年
生
ま
で
無
料
な
ら
子

ど
も
の
状
態
は
安
定
す
る
」 

▼
「
無
料
化
を
拡
大
し
た
ら
、
た
い
し

た
こ
と
が
無
く
て
も
医
者
に
頼
る
保
護

者
が
出
て
く
る
」 

▼
「
昭
和
伊
南
病
院
再
建
に
支
援
の
金

が
掛
か
っ
て
い
る
」 

 
 

▼
「
市
は
福
祉
医
療
費
以
外
に
子
育
て

支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
る
」 

 

こ
の
よ
う
に 

 
 
 
 

子
育
て
世
代
の
大
変
な
実
態
を
理
解

で
き
な
い
議
員
や 

市
の
理
事
者
側
の
代
弁
者
と
な
っ
て

い
る
議
員
が
い
る
現
状
で
す
。 

委
員
会
構
成 

加
治
木
今
委
員
長
、
菅
沼
孝
夫
副
委
員
長
、

中
坪
宏
明
委
員
、
下
平
順
一
委
員
、
岩
崎

康
男
委
員
、
塩
沢
京
子
委
員
、
竹
村
誉
委

員 

 

ほ
ま
れ 

市
の
予
算
１
６
０
億
円
程

の
中
で
福
祉
医
療
に
掛
か
る
費
用
は
僅

か
１
学
年
４
百
万
円
程
で
す
。
保
護
者

の
負
担
と
子
ど
も
の
い
の
ち
を
考
え
た

時
に
反
対
さ
れ
た
議
員
は
市
民
の
利
益

を
考
え
て
判
断
さ
れ
た
の
か
残
念
で
す
。 

 

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業 

 
 

 

国
の
交
付
金
事
業
で
あ
り
ま
す

「
地
域
介
護
予
防
拠
点
施
設
」
は
、 

平
成
二
三
年
度
協
議
分
も
含
め
２

１
地
区
の
建
設
が
予
定
さ
れ
、
税
金

の
バ
ラ
マ
キ
も
心
配
さ
れ
ま
す
が 

◆ 

一
施
設
当
た
り
交
付
金 

建
物 

 
 
 

３
千
万
円
、 

備
品
購
入
費 

３
百
万
円 

を
基
に
建
設
さ
れ
ま
す
。 

◆ 

建
物
の
特
徴 

・
ス
ロ
ー
プ
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど
の
よ
る
段
差
解
消 

・
手
す
り
の
設
置 

・
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置 

・
掲
示
板
の
設
置 

◆
以
下
は
７
月
中
旬
迄
に
完
成
予
定
で
、

６
月
議
会
で
の
指
定
管
理
が
議
決
さ
れ

た
⑫
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
南
割
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
（
南
割) 

②
南
方
〃
（
中
割
区
南
方
自
治
組
合
） 

③
荒
井
〃
（
北
割
２
区
荒
井
自
治
組
合
） 

④
塩
木
〃
（
北
割
２
区
塩
木
自
治
組
合
） 

⑤
女
体
〃
（
北
割
２
区
女
体
自
治
組
合
） 

⑥
切
石
原
〃
（
北
割
１
区
切
石
原
自
治
組
合
）

⑦
久
保
〃
（
北
割
１
区
久
保
自
治
組
合
）

⑧
上
手
西
〃
（
下
平
区
上
手
西
自
治
組
合
） 

⑨
北
の
原
〃
（
町
４
区
第
５
自
治
組
合
） 

⑩
原 

〃
（
中
沢
区
原
自
治
組
合
） 

⑪
火
山
〃
（
東
伊
那
区
火
山
自
治
組
合
） 

⑫
塩
田
〃
（
東
伊
那
区
塩
田
自
治
組
合
） 

 
 
 

 

 
 

 

（
原
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

 

今
後
、
指
定
管
理
地
区
に
維
持
管
理

の
課
題
が
被
さ
り
ま
す
が
施
設
が
活
か

さ
れ
利
用
さ
れ
る
様
に
し
た
い
で
す
ね
。 


